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定　例　会

令和元年度一般会計決算
ふるさと
納税事業 町をＰＲ！

認
定

　町長から提案された条例等５件・認定６件・補正３件・報告１件・同意10件及び議員提案１件
を審議し、全て原案のとおり可決した。一般質問は９議員が行い、町政全般を質した。
●決算審査特別委員会設置
　議長を除く議員と執行部（町長他係長以上の職員）で決算を審議した。

第３回定例会（９月14日〜18日）

福本みや子　議員
　令和元年度決算ではふるさと納税の大幅な増収により、歳入総額
が前年度比で14％増加し、貴重な財源となり本町を全国にＰＲするな
ど評価できる。財源を活用し様々な町民ニーズに対応していくよう期
待する。歳出面では、国・県の補助事業を活用し地域優良賃貸住宅整
備事業や教育環境の整備など、事業の推進が出来たことを評価する。
しかし、社会保障費の伸びが顕著であり、今後も厳しい財政運営が予
想されるが、将来を見据えた取組みでまちづくりを推進して頂きたい。

大森　秀久　議員
　令和元年度長洲町一般会計決算認定は、単年度収支25,887
千円の黒字で、平成30年度比で改善となり評価できる。反対理由と
して、地域優良賃貸住宅は建設費の一部は民間資金で、発生する
借入利息は政府系金融機関に比べ高く問題がある。また、港湾建
設費の負担金6,206万円の負担割合はあまりにも高すぎる。今後、
事業の取捨選択を見定め、住んでよかったと言われるまちづくりを
めざしていただきたいことを申し述べ討論とする。

討論賛 成 反 対
認定第１号
令和元年度長洲町一般会計決算認定について

民生費
22億8151万円

民生費
22億8151万円

総務費
17億7074万円

総務費
17億7074万円

土木費
22億321万円

土木費
22億321万円

教育費
5億4965万円

教育費
5億4965万円

町民のみなさんからの税金
20億2857万円

町民のみなさんからの税金
20億2857万円

地方交付税
17億2000万円

地方交付税
17億2000万円

国県からのお金
24億8530万円
国県からのお金
24億8530万円

地方譲与税
4949万円
地方譲与税
4949万円

分担金負担金
3254万円
分担金負担金
3254万円

地方債 5億3850万円地方債 5億3850万円

その他 4716万円その他 4716万円

使用料及手数料
2億3103万円
使用料及手数料
2億3103万円

財産収入、寄附金
4億9753万円
財産収入、寄附金
4億9753万円

繰越金 2422万円繰越金 2422万円
諸収入
1億2391万円
諸収入
1億2391万円

繰入金 
1億1649万円
繰入金 
1億1649万円

地方消費税交付金
2億9432万円
地方消費税交付金
2億9432万円

商工費 7879万円商工費 7879万円
災害復旧費 469万円災害復旧費 469万円

消防費 5633万円消防費 5633万円
議会費 1億179万円議会費 1億179万円

農林水産費 2億1517万円農林水産費 2億1517万円
衛生費 3億2686万円衛生費 3億2686万円 公債費

5億397万円
公債費

5億397万円

歳出
80億9271万円

一般会計

歳入
81億8906万円
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問
（
中
川
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
の
金

額
と
大
き
く
伸
び
た
要
因

は
何
か
。

答
（
総
務
課
長
）

４
億
６
１
８
９
万
円

で
あ
る
。
要
因
は
、
返
礼

品
の
追
加
と
ふ
る
さ
と
納

税
の
窓
口
の
改
善
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。

問
（
荒
木
議
員
）

介
護
予
防
拠
点
に
お

け
る
歯
科
保
健
事
業
の
成

果
は
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

県
の
歯
科
医
師
会
か

ら
取
り
組
み
に
つ
い
て
表

彰
を
受
け
て
お
り
、
虫
歯

予
防
や
歯
周
病
予
防
の
普

及
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

問
（
前
田
議
員
）

通
学
路
危
険
ブ
ロ
ッ

ク
塀
除
去
作
業
が
進
ん
で

い
な
い
が
要
因
は
何
か
。

答
（
建
設
課
長
）

最
大
20
万
円
の
除
去

費
用
の
み
の
助
成
で
、
新

設
は
自
己
負
担
と
な
る
事

が
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。

問
（
大
森
議
員
）

狂
犬
病
の
予
防
注
射

は
法
律
で
飼
い
主
の
責
任

と
な
っ
て
い
る
。
未
接
種

の
犬
が
１
８
４
頭
い
る
が

ど
う
指
導
し
て
い
る
の
か
。

答
（
住
民
環
境
課
係
長
）

動
物
病
院
で
接
種
す

る
場
合
が
多
く
、
注
射
済

証
が
首
輪
に
付
け
ら
れ
て

い
な
い
。
今
後
も
引
続
き
、

広
報
や
回
覧
で
指
導
し
て

い
き
た
い
。

問
（
福
本
議
員
）

小
学
校
で
は
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
と
学
童
保

育
が
一
体
化
さ
れ
３
年
目

と
な
る
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト

は
。答

（
学
校
教
育
課
長
）

寺
子
屋
学
習
塾
で
宿

題
な
ど
の
学
習
を
し
地
域

の
方
の
指
導
で
体
験
や
交

流
が
で
き
、
参
加
者
も
若

干
増
加
し
て
い
る
。
保
護

者
か
ら
も
好
評
だ
。

歳　

入

歳　

出
一
般
会
計
決
算（
主
な
質
疑
）

収　入 支　出 収支の差額

水 道 事 業 会 計
収益的収支 2億4106万円 2億3668万円 438万円

資本的収支 133万円 7872万円 △7739万円

下水道事業会計
収益的収支 8億8905万円 8億3838万円 5067万円

資本的収支 3億2824万円 6億8161万円 △3億5337万円

問
（
竹
本
議
員
）

実
質
収
支
額
が
６
３

６
３
万
円
と
な
っ
た
理
由

と
、
今
後
の
見
通
し
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

令
和
元
年
度
は
県
へ

納
付
す
る
国
民
健
康
保
険

事
業
費
納
付
金
が
一
時
的

に
下
が
っ
た
の
が
大
き
な

要
因
で
あ
る
。
今
後
の
見

通
し
と
し
て
、
被
保
険
者

の
減
少
に
伴
う
税
収
の
減

少
と
加
入
者
の
高
齢
化
に

伴
う
医
療
給
付
費
の
増
加

に
よ
り
、
積
立
て
た
基
金

を
取
り
崩
し
な
が
ら
国
保

会
計
を
運
営
す
る
こ
と
に

な
る
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険

会計区分 歳　入 歳　出 翌年度への繰
越すべき財源

実質収支
（差引き額）

前年度
実質収支 単年度収支

国民健康保険 21億8377万円 21億2014万円 0 6363万円 7028万円 △665万円

介 護 保 険 17億2100万円 16億9295万円 0 2805万円 5263万円 △2458万円

後期高齢者医療 2億237万円 2億158万円 0 79万円 62万円 17万円

令和元年度  特別会計決算

ワンちゃん注射　ワンダフル！

特
別
会
計
決
算

（
主
な
質
疑
）



4潮さい（R２.11.15 No.143）

定　例　会

【
内
容
】

　

荒
尾
市
と
の
共
同
設
置

を
進
め
て
い
る
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
学
校

給
食
に
関
す
る
事
務
を
共

同
し
て
管
理
執
行
す
る
た

め
設
置
す
る
も
の
。

問
（
磯
野
議
員
）

こ
の
協
議
会
の
設
置

で
、
住
民
の
意
見
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
吸
い
上
げ

る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
長
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

代
表
者
が
委
員
に
な
っ
て

い
る
学
校
給
食
運
営
委
員

会
と
い
う
組
織
が
あ
る
。

そ
ち
ら
か
ら
要
望
や
意
見

等
を
聴
取
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

【
内
容
】

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴

い
、
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
。

【
内
容
】

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴

い
、
条
令
の
改
正
を
行
う

も
の
。

【
内
容
】

　

荒
尾
市
・
長
洲
町
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
協
議
会
の

問
（
福
永
議
員
）

建
設
時
は
、
こ
の
協

議
会
の
中
に
、
長
洲
町
職

員
を
常
駐
さ
せ
る
の
か
。

答
（
町
長
）

常
駐
は
一
人
と
考
え

て
い
る
。
課
長
は
会
議
時

に
出
席
す
る
。

問
（
大
森
議
員
）

事
務
処
理
の
状
況
の

報
告
等
は
、
毎
会
計
年
度

少
な
く
と
も
２
回
以
上
と

あ
る
が
、
今
回
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
少

な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

四
半
期
ご
と
で
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

年
度
の
予
算
と
決
算

で
最
低
２
回
は
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
規
約
に
２
回

以
上
と
規
定
し
て
い
る
。

　

そ
れ
以
上
に
必
要
な
場

合
は
、
３
回
な
い
し
４
回

実
施
す
る
こ
と
も
あ
り
得

る
。

設
置
に
伴
い
、
長
洲
町
教

育
委
員
会
の
附
属
機
関
で

あ
る
「
長
洲
町
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
検
討

委
員
会
」
を
廃
止
す
る
も

の
。
ま
た
、
併
せ
て
長
洲

町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
の
「
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
検
討
委
員
会
」
に
係
る

規
定
を
削
除
す
る
も
の
。

【
内
容
】

　

平
成
25
年
大
牟
田
市
と

締
結
し
た
大
牟
田
市
を
中

心
市
と
す
る
有
明
圏
域
に

お
け
る
「
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
」
に
つ
い
て
、
令

和
２
年
度
を
も
っ
て
「
第

２
次
有
明
圏
域
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
計
画

期
間
が
終
了
す
る
こ
と
か

ら
、
第
３
次
の
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
に
向
け
協
定
の
一
部

を
変
更
す
る
も
の
。

議
案
第
26
号

荒
尾
市
・
長
洲
町
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
協

議
会
の
設
置
に
つ
い
て

議
案
第
27
号

長
洲
町
家
庭
的
保
育

事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
28
号

長
洲
町
特
定
教
育
・

保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

議
案
第
29
号

長
洲
町
附
属
機
関
設

置
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

議
案
第
30
号

定
住
自
立
圏
形
成
協

定
の
一
部
を
変
更
す
る

協
定
の
締
結
に
つ
い
て

内 　 訳
会　　計 補正額 総　額 内　容

一 般 会 計 1億1889万円 90億7430万円 農林水産補助金等

介 護 保 険 特 別 会 計 844万円 17億6744万円 令和元年度決算に伴う繰越金

後期高齢者医療特別会計   31万円   2億2731万円 令和元年度決算に伴う繰越金

可
決

学校給
食センター協議会の設置に向けて令和２年度補正予算
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審 議 結 果　≪全議案可決≫

議案番号 事　　件　　名

前
田
美
和
子

中
川　

雅
明

福
本
み
や
子

大
森　

秀
久

竹
本　

信
次

荒
木　

睦
子

磯
野　
　

博

浦
邊　

朝
章

宮
本
哲
太
郎

濱
村　

芳
光

福
永　

栄
助

松
井　

一
也

濱
﨑　
　

久

徳
永　

範
昭

議案第26号 荒尾市・長洲町学校給食センター協議会の設置
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第27号 長洲町家庭的保育事業等の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第28号
長洲町特定教育・保育施設及び特定地域型保
育事業の運営に関する基準を定める条例の一
部改正について

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第29号 長洲町附属機関設置条例の一部改正について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第30号 定住自立圏形成協定の一部を変更する協定の
締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第１号 令和元年度長洲町一般会計決算認定について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第２号 令和元年度長洲町国民健康保険特別会計決算
認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第３号 令和元年度長洲町介護保険特別会計決算認定
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第４号 令和元年度後期高齢者医療特別会計決算認定
について 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認定第５号 令和元年度水道事業会計決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―
認定第６号 令和元年度下水道事業会計決算認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第31号 令和２年度長洲町一般会計補正予算（第７号）
について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第32号 令和２年度長洲町介護保険特別会計補正予算
（第１号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第33号 令和２年度長洲町後期高齢者医療特別会計補
正予算（第１号）について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

報告第２号 令和元年度決算に基づく健全化判断比率及び
資金不足比率について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議提第１号
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方
財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
求める意見書

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

賛成…〇　　反対…×　　欠（退）席…欠
＊議長は表決に加わりません。

長洲町農業委員会の委員の任命について
　現委員の任期満了により後任委員を任命するもの。	 任期：令和２年10月31日〜令和５年10月30日

　全員賛成で可決されました。（敬称略）

議案番号 氏名 行政区

同意２号 増岡美知子 向野区

同意３号 坂本　正祐 向野区

同意４号 德永　　章 葛輪区

同意５号 石井　　裕 鷲巣区

同意６号 中嶋　英徳 腹赤区

議案番号 氏名 行政区

同意７号 嶋田　正忠 上沖洲区

同意８号 木山　倫彦 清源寺区

同意９号 濱北　圭右 建浜区

同意10号 土山　秋吉 梅田区

同意11号 宮本　静子 新町区



6潮さい（R２.11.15 No.143）

定　例　会

臨時会は８月20日に開催され、承認１件、議案１件を原案のとおり可決した。

令和２年
第１回臨時会

可
決

補 正 の 主 な 事 業
●教育関連事業 1億9897万円
小中学生に１人１台のタブレットの整備

児童生徒へ図書カード配布（5000円／人）

高校生へQUOカード配布（10000円／人）

小中学校エアコンの増設

小中学校のトイレ洋式化　など

●公共施設関連事業 3725万円
庁舎整備事業・公共施設換気対策事業

避難所感染予防備品整備

B＆G屋外トイレ改修

公共施設トイレ手洗い用蛇口自動水洗化

●農・漁業、養魚業支援事業 4500万円
農業（7組織）、漁業（3組織）（2000万円）

養魚組合（2000万円）

金魚PR応援事業（500万円）

●道路等環境整備事業 1700万円
道路等の舗装補修、除草等

●ふるさと納税事業（専決） 2億円
積立金（8869万円）

返礼品（9000万円）

関連事務費（2131万円）

　

ふ
る
さ
と
納
税
額
の
増

加
に
よ
り
、
事
務
費
及
び

寄
附
者
へ
の
返
礼
品
の
予

算
に
不
足
が
生
じ
た
た

め
。

歳
入
歳
出
に２

億
円
の
追
加

問
（
大
森
議
員
）

ふ
る
さ
と
納
税
額
の

30
％
以
内
が
返
礼
品
の
額

と
な
る
。
全
体
で
は
40
％

を
超
え
て
い
る
が
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

返
礼
品
と
送
料
の
合

計
で
あ
り
、
返
礼
品
額
は

30
％
に
抑
え
て
い
る
。

　

国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済

対
策
」
に
基
づ
き
、
第
２

次
補
正
を
行
っ
た
も
の
。

問
（
竹
本
議
員
）

感
染
へ
の
対
応
、
新

し
い
生
活
様
式
等
へ
の
対

応
を
踏
ま
え
た
事
業
と
な

っ
て
い
る
の
か
。

答
（
町
長
）

感
染
拡
大
の
防
止
、

雇
用
の
維
持
と
継
続
、
強

靭
な
経
済
の
構
築
、
こ
れ
ら

を
含
め
た
形
で
提
案
し
た
。

問
（
磯
野
議
員
）

タ
ブ
レ
ッ
ト
整
備
に

つ
い
て
は
、
更
新
時
、
約

１
億
円
と
な
り
経
費
も
か

か
る
。
基
金
等
目
的
を
も

っ
た
積
立
て
が
必
要
で
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

次
の
更
新
時
は
、
リ

ー
ス
を
想
定
し
て
い
る
。

問
（
福
永
議
員
）

農
漁
業
、
養
魚
業
強

化
支
援
事
業
補
助
金
は
各

２
０
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
使
用
目
的
が
明
確

化
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
（
町
長
）

事
業
計
画
等
を
提
出

し
て
も
ら
い
精
査
し
、
共

同
で
考
え
進
め
て
い
く
。

専
決
処
分

補
正
予
算

承
認
第
９
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）

議
案
第
25
号

令
和
２
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
号
）

第２弾

コロナに負けないで！

（専決含む）

総額 89億5540万円
補正額 ４億9822万円
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

金
魚
と
鯉
の
郷
の
管
理
に
つ
い
て

答

樹
木
の
剪
定
な
ど
発
注
し
た

問
当
町
で
４
月
、
コ
ロ

ナ
感
染
者
が
確
認
さ

れ
た
と
き
、
さ
き
の
議
会

で
第
二
波
対
策
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

　

非
接
触
型
体
温
計
の
配

布
を
、
企
業
や
人
の
出
入

り
の
多
い
サ
ー
ビ
ス
業
な

問
郷
に
蛇
が
生
息
し
て

い
る
の
は
承
知
し
て

い
る
か
、
そ
れ
も
マ
ム
シ

で
あ
る
。
雑
草
が
茂
る
と

潜
む
こ
と
も
あ
る
。
５
月

か
ら
催
促
し
て
い
る
が
管

理
は
し
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）

清
掃
や
除
草
は
シ
ル

ど
に
配
布
し
て
は
ど
う
か

と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
町

は
そ
の
後
、
企
業
と
の
接

触
、
第
二
波
対
策
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
た
と
思
う
が
、

新
聞
の
報
道
に
よ
れ
ば
、

４
月
に
感
染
が
確
認
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
感

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
、

芝
や
樹
木
の
管
理
は
町
内

業
者
施
設
管
理
、
金
魚
の

館
の
運
営
は
会
計
年
度
任

用
職
員
、
シ
ル
バ
ー
で
実

施
。
警
備
、
消
防
、
植
物

管
理
は
業
者
へ
業
務
委

託
。
６
月
に
発
生
し
た
遊

具
事
故
は
点
検
者
と
協
議

染
者
が
相
次
い
だ
フ
ロ
ア

で
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
大
半

が
マ
ス
ク
未
着
用
だ
っ
た

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
と

さ
れ
て
る
。

　

町
長
は
住
民
の
安
全
安

心
の
立
場
か
ら
積
極
的
に

企
業
と
協
力
し
て
予
防
策

の
徹
底
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。
特
に
有
明
広
域

圏
・
山
鹿
広
域
圏
と
情
報

を
共
有
し
積
極
的
に
取
り

組
む
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

答
（
町
長
）

企
業
に
お
い
て
は
、

従
業
員
に
対
し
検
温
、
マ

ス
ク
着
用
の
励
行
、
守
衛

が
検
温
や
問
診
な
ど
、
徹

底
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
町
と
し
て
も
情
報
を

共
有
し
、
連
絡
体
制
の
強

化
を
図
る
。

問
長
崎
県
で
は
医
師
会

と
大
学
病
院
が
、
地

域
の
か
か
り
つ
け
医
に
よ

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
始
め
、
実

態
は
発
熱
や
コ
ロ
ナ
を
疑

う
症
状
が
な
く
て
も
、
体

調
が
優
れ
な
く
て
も
医
師

の
判
断
で
検
査
が
受
け
ら

れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
積
極
性
を
当
町

は
熊
本
県
内
初
の
ク
ラ
ス

タ
ー
発
生
の
町
と
し
て
、

先
頭
に
立
っ
て
す
べ
き
だ
。

積
極
的
対
策
案
を
伺
う
。

答
（
福
祉
保
健
介
護
課
長
）

要
望
は
県
に
し
て
、

町
で
す
べ
き
部
分
は
積
極

的
に
取
り
組
む
。

【
最
後
に
一
言
】

　

例
え
ば
広
報
な
が
す
で

町
の
保
健
師
が
企
業
を
第

一
号
指
定
の
報
道
な
ど
町

が
独
自
に
積
極
的
に
や
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
希
望
す

る
。

し
修
繕
を
９
月
に
予
定
し

て
い
る
。

【
最
後
に
一
言
】

　

写
真
も
自
費
で
撮
り
、

何
回
催
促
し
た
か
。
中
逸

町
政
が
基
幹
産
業
と
し
て

育
成
し
て
い
る
時
、
課
長

以
下
は
そ
れ
を
支
え
て
評

価
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と

申
し
あ
げ
て
お
く
。

町の積極性が評価される

雑草管理不足、指摘

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
策
の
徹
底
に
つ
い
て

答
情
報
を
共
有
し
連
絡
体
制
の
強
化
を
図
る

下本区が環境美化作業

㈱ LIXIL 有明工場が社員一丸となって感染症対策

中学３年生を対象に夏期講座を実施
区内を清掃

「新型コロナウイルス感染防止対策ポスター」第 1号を発行

新型コロナによる不安を払拭

下本区（久山守区長）は、区内の環境美
化作業を実施しました。
　これは、同区が毎年行っているもので、この日は
約 30人の区民が参加。みなと憩い広場周辺や道路
沿いを中心に草刈りやごみ拾いを行いました。
　久山区長は「毎年、区民の皆さんの協力を得なが
ら作業ができている。今後も協力して区の環境美化
に取り組んでいきたいです」と話しました。

町は、町内企業の株式会社LIXIL有明工場（前田篤史工場長）を訪れ、感染症
対策に係る工場内巡視を行いました。
　これは、町の保健師が企業などを訪問して、新型コロナウイルス感染症などの感染症対
策が適切に実施されているかなどを確認し、感染症対策を十分に行っている企業などに対
して、新型コロナウイルス感染防止対策ポスターを発行しているものです。
　同社では、独自の感染症対策商品の製造や感染症対策チェックリストなどで感染防止を
徹底するなど、社員が一丸となって感染症対策に取り組んでいます。町は、この取り組み
に対し、町内で第１号となる新型コロナウイルス感染防止対策ポスターを発行しました。
　今後も、町内企業および住民の皆さんと協力して、感染症対策に取り組んでいきます。

町教育委員会は、町中央公民館で町内の
中学 3年生を対象に「ながす未来塾」を実施しま
した。
　これは、新型コロナウイルス感染症の影響により、
4月 14日から 5月 31日までの期間が臨時休校と
なったことで、学習状況に不安を抱えている生徒の
学力向上を図るために実施したものです。
　ながす未来塾には、町内中学校から84人が参加。
学習塾「全教研」の講師が指導にあたり、生徒たち
は国語や英語などの５教科を熱心に学びました。

/５７/3～108

清掃に取り組む区民の皆さん

工場内を巡視する町保健師と LIXIL の社員

熱心に講義を受ける生徒たち

/７８

８

株式会社　LIXIL　有明工場

７

2020.9 8

濱﨑　久議員
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
大
き
な
影
響
を
受

け
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
学
校
教
育
の
現
状
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。

答
（
教
育
長
）

臨
時
休
校
中
は
、
学

習
計
画
を
立
て
家
庭
学
習

に
取
り
組
み
、
再
開
後
は

感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら

教
育
活
動
を
し
て
い
る
。

問
休
校
に
お
け
る
授
業

の
遅
れ
や
未
履
修
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
た
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
行
事
、
教
科
の

精
選
を
行
い
小
学
校
で
は

６
月
、
中
学
校
で
は
７
月

に
未
履
修
は
全
て
解
消
し

て
い
る
。

問
授
業
時
間
数
の
確
保

は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

授
業
時
間
は
夏
休
み

を
短
縮
し
た
こ
と
で
十
分

確
保
し
て
い
る
。

問
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
実

施
で
き
る
行
事
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

工
夫
し
て
運
動
会
、

体
育
祭
、
文
化
祭
を
行
う
。

問
コ
ロ
ナ
感
染
者
に
対

す
る
差
別
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
。
人
権
問
題

の
指
導
が
必
要
で
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

感
染
症
へ
の
正
し
い

理
解
に
つ
い
て
学
習
を
行

っ
て
い
る
。

問
受
験
生
に
対
し
て
の

学
習
支
援
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

８
月
に
実
施
し
た
夏

季
講
習
は
、
高
い
評
価
を

得
た
と
感
じ
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
冬
の
講
習
を
予
定

し
て
お
り
、
来
年
度
に
つ

い
て
は
、
参
加
者
な
ど
の

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
判

断
し
て
い
き
た
い
。

問
国
立
成
育
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
の
ア
ン
ケ

ー
ト
に
よ
る
と
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
４
人
に
３
人

が
ス
ト
レ
ス
反
応
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
り
対
処
す
べ
き

で
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

心
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
把
握
し
て
い
る
。

問
学
校
生
活
に
お
い
て

新
し
い
生
活
様
式
の

取
り
組
み
を
保
護
者
に
情

報
公
開
し
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

学
校
で
の
対
応
の
公

開
が
保
護
者
の
不
安
の
軽

減
に
つ
な
が
る
の
で
、
周
知

の
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

大空に力強く伸ばした手の中に未来がある！

心に響く歌声！（文化学習発表会）

コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
う
け
た
子
ど
も
た
ち
の
教
育
は

答
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
取
り
組
ん
で
い
る

前田美和子議員



9 潮さい（R２.11.15 No.143）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
浦
川
導
水
路
流
域
に

居
住
す
る
住
民
は
、

大
雨
時
氾
濫
を
恐
れ
て
い

る
。
対
策
は
、
十
分
か
。

答
（
町
長
）

今
後
も
河
川
氾
濫
を

含
め
た
自
然
災
害
へ
の
備

え
を
進
め
、
町
民
の
生
命

と
財
産
を
守
っ
て
い
く
所

存
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

町
民
の
皆
様
に
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
い
く
と
こ

ろ
で
あ
る
。

問
浦
川
導
水
路
に
は
、

大
型
の
排
水
ポ
ン
プ

が
３
台
設
置
し
て
あ
る
。

設
置
年
数
と
排
水
能
力
を

伺
う
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

浦
川
排
水
機
場
は
、

平
成
６
年
度
に
供
用
開
始

さ
れ
て
お
り
、
１
秒
間
に

15
ｔ
の
水
を
排
水
す
る
能

力
が
あ
る
。

問
設
置
後
、
今
ま
で
氾

濫
し
た
こ
と
は
な
い

か
。答

（
農
林
水
産
課
長
）

床
下
・
床
上
浸
水
等

は
な
か
っ
た
と
認
識
し
て

い
る
。

問
八
代
広
域
行
政
事
務

組
合
に
籍
を
置
く
知

人
は
、
避
難
率
の
低
さ
、

防
災
訓
練
へ
の
参
加
率
の

低
さ
を
指
摘
し
一
人
一
人

の
防
災
意
識
の
向
上
を
高

め
る
し
か
手
段
は
な
い
と

の
こ
と
。
本
町
で
は
各
区

に
お
い
て
、
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
参
加

人
数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

職
員
が
出
向
き
講
話

を
し
た
区
は
把
握
で
き
て

い
る
が
、
単
独
で
さ
れ
た

区
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。

問
避
難
勧
告
発
令
時
、

何
を
す
べ
き
か
、
住

民
に
分
か
り
や
す
く
情
報

を
伝
え
、
速
や
か
な
行
動

を
促
し
て
ほ
し
い
と
思
う

が
。答

（
総
務
課
長
）

分
か
り
や
す
い
や
り

方
を
今
後
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。

問
国
土
交
通
省
は
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活

か
し
災
害
の
発
生
が
低
い

安
全
な
場
所
へ
将
来
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
提
言
し
、
規
則
を

改
正
し
た
。
本
町
で
も
住

宅
地
の
開
発
を
進
め
る
場

合
に
、
検
討
す
べ
き
点
が

発
生
す
る
と
思
う
が
。

答
（
総
務
課
長
）

町
の
事
業
等
に
つ
い

て
も
、
十
分
に
検
討
し
な

が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

【
最
後
に
一
言
】

　

一
般
質
問
の
通
告
に
従

い
、
台
風
10
号
に
つ
い
て

は
質
問
で
き
な
か
っ
た
。

台
風
10
号
で
は
町
民
の
防

災
意
識
に
よ
る
行
動
、
町

の
情
報
発
信
等
が
避
難
さ

れ
た
人
の
数
に
出
て
い
る
。

「
継
続
」
と
な
る
よ
う
町
民
、

行
政
の
方
々
に
期
待
す
る
。

豊かな水を湛える浦川導水路

何事もなかったように実る稲穂

避
難
勧
告
等
の
情
報
発
信
は
、住
民
に
何
を
求
め
る
の
か

答
退
避
等
の
安
全
確
保
、
自
ら
の
判
断
に
よ
る
避
難
行
動

中川雅明議員
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
見
据
え
た
教
育
は

重
要
で
あ
る
。
本
町
の
教

育
の
重
点
施
策
は
。

答
（
教
育
長
）

学
校
教
育
で
の
重
点

施
策
の
一
つ
と
し
て
教
職

員
の
指
導
力
向
上
が
あ
る
。

問
本
年
度
は
、
新
学
習

指
導
要
領
が
実
施
さ

れ
る
変
革
と
節
目
の
年
で

あ
る
。
本
町
の
教
育
の
基

本
方
針
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

担
任
教
員
の
指
導
力

向
上
の
た
め
に
、
指
導
主

事
を
配
置
し
、
校
内
研
修

や
授
業
研
修
の
指
導
助
言

等
、
研
修
内
容
の
充
実
に

努
め
る
。

問
児
童
生
徒
の
確
か
な

学
力
の
実
態
を
ど
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

テ
ス
ト
の
実
施
や
児

童
生
徒
の
日
常
生
活
で
の

活
動
の
様
子
な
ど
か
ら
確

か
な
学
力
に
つ
な
が
っ
て
い

る
も
の
を
確
認
し
て
い
る
。

問
継
続
し
た
学
習
指
導

が
重
要
で
あ
る
。
確

か
な
学
力
に
向
け
て
の
指

導
の
重
点
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

「
知
能
と
技
能
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
」「
主
体

的
に
取
組
む
態
度
」
の
３
点

が
指
導
す
る
重
点
項
目
。

問
子
ど
も
を
真
ん
中
に

と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
、
行
政
で
連
携
・
協

力
し
た
取
組
み
を
大
切
に

し
て
ほ
し
い
。
５
者
連
携

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

５
者
連
携
は
、
県
の

学
力
向
上
に
関
す
る
計
画

「
熊
本
の
学
び
推
進
プ
ラ

ン
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
本
町
で
も
今
後
ど

の
よ
う
な
方
向
で
取
組
む

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
い
よ
い
よ
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
が
本

格
化
す
る
。
強
力
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
不
可
欠
だ
。

答
（
教
育
長
）

端
末
を
し
っ
か
り
使

い
こ
な
す
子
ど
も
を
育
て

た
い
。
指
導
す
る
側
の
教

師
達
が
自
信
を
持
っ
て
使

い
こ
な
せ
る
体
制
を
３
年

以
内
に
つ
く
り
た
い
。

問
I
C
T
を
学
ぶ
子
ど

も
た
ち
や
地
域
を
支

え
る
町
民
を
災
害
か
ら
守

り
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
期
待
す
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
社
会
を
切
り
開
く

人
材
を
育
て
よ
う
と
す
る

本
町
に
お
い
て
、
I
C
T

を
活
か
し
た
防
災
活
動
に

ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

答
（
町
長
）

地
域
の
人
材
の
方
た

ち
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち

の
防
災
教
育
を
推
進
し
て

い
き
た
い
。
I
C
T
化
推

進
は
様
々
な
分
野
に
必
要

だ
。
来
年
度
に
推
進
部
署

を
設
置
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
と
は
…

一
人
一
台
の
端
末
と

高
速
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一

体
的
に
整
備
し
、
子

ど
も
達
の
資
質
と
能

力
が
、
一
層
確
実
に

育
成
で
き
る
教
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
実
現
す
る
。

５者で『学びの主人公』を育てよう

わかった！ マジ！？ タブレットっておもしろい！

今
年
度
は
教
育
の
変
革
と
節
目
の
年
、重
点
施
策
は

答
指
導
力
の
向
上
と
Ｇギ
Ｉ
Ｇガ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

福本みや子議員
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一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

＊まず国がそして地方が、さらに民間が取り組み目標にして行くことが
求められる。

問
近
年
の
気
候
変
動
と

気
象
災
害
の
激
甚
化

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
伺
う
。

答
（
町
長
）

線
状
降
水
帯
や
ゲ
リ

ラ
豪
雨
、
猛
暑
な
ど
に
は

地
球
温
暖
化
が
関
わ
っ
て

い
る
説
も
あ
り
、
安
全
安

心
な
生
活
に
関
わ
り
住
民

の
生
命
、
財
産
を
し
っ
か

り
と
守
っ
て
い
く
。

問
気
候
変
動
を
環
境
問

題
と
捉
え
、
町
と
し

て
気
候
非
常
事
態
宣
言
を

出
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ま
ち

づ
く
り
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
取
組
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
る
か
伺
う
。

答
（
町
長
）

気
候
非
常
事
態
宣
言

の
趣
旨
は
、
住
民
と
気
候

変
動
に
よ
る
非
常
事
態
を

共
有
し
、
対
策
を
取
る
こ

と
に
あ
り
、
町
も
ご
み
の

減
量
化
、
防
災
組
織
の
強

化
等
に
取
組
ん
で
き
た
。

中
で
も
二
酸
化
炭
素
の
削

減
は
大
き
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

町
長
の
答
弁
で
は
触

れ
て
な
い
が
、
町
で
は
対

応
と
し
て
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
行
い
、
こ
れ
か
ら
の

取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
住
民
環
境
課
長
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
で
、

町
と
し
て
気
候
変
動
に
つ

い
て
地
球
温
暖
化
防
止
、

Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
一
環
と
し

て
職
員
の
ノ
ー
マ
イ
カ
ー

通
勤
や
、
庁
舎
に
グ
リ
ー

ン
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
た
。

問
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
は
17
の

目
標
が
あ
り
、
海
の

豊
か
さ
を
守
ろ
う
。
陸
の

豊
か
さ
を
守
ろ
う
。
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
。
と
い
う
こ
と
も
示
さ

れ
て
お
り
、
町
の
様
々
な

部
署
に
関
係
す
る
。
町
と

し
て
持
続
可
能
な
開
発
目

標
も
取
り
込
ん
だ
気
候
非

常
事
態
宣
言
を
発
出
す
る

意
義
は
あ
る
と
思
う
。
踏

み
込
ん
だ
答
弁
を
期
待
す

る
が
、
ど
う
か
。

答
（
町
長
）

議
員
か
ら
様
々
な
提

案
も
あ
っ
た
。
今
後
、
我
々

も
そ
の
考
え
に
つ
い
て
は

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
上
で
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

問
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
問
題
の
ひ
と
つ

に
な
る
と
思
う
が
、
太
陽

光
発
電
設
備
と
か
国
の
政

策
で
設
置
が
見
込
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
設
置
費
、
売

電
価
格
と
の
関
係
も
あ
る

が
、
固
定
資
産
税
を
減
額

す
る
こ
と
が
可
能
な
の
か

ど
う
か
伺
う
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

太
陽
光
に
つ
い
て
、

以
前
減
免
等
の
措
置
を
行

っ
て
い
た
。
売
電
価
格
で

優
遇
さ
れ
、
設
置
費
用
も

高
額
で
あ
っ
た
が
現
在
は

か
な
り
普
及
し
て
い
る
と

判
断
し
、
減
免
制
度
は
考

え
て
い
な
い
。

気
候
変
動
と
気
象
災
害
の
激
甚
化
を
ど
う
受
け
止
め
る
か

答
温
暖
化
が
関
わ
っ
て
い
る
説
も
あ
り
、
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守
っ
て
い
く

1 貧困をなくそう

2 飢餓をゼロに

3 すべての人に
健康と福祉を

4 質の高い教育を
みんなに

5 ジェンダー平等を
実現しよう

6 安全な水とトイレを
世界中に

7 エネルギーをみんなに
そしてクリーンに

8 働きがいも
経済成長も

9 産業と技術革新の
基盤をつくろう

10 人や国の不平等を
なくそう

SDGｓ17のグローバル目標

大森秀久議員

11 住み続けられる
まちづくりを

12 つくる責任
つかう責任

13 気候変動に
具体的な対策を

14 海の豊かさを守ろう

15 陸の豊かさも守ろう

16 平和と公正を
すべての人に

17 パートナーシップで
目標を達成しよう

SDGｓ（エスディージーズ）とは
2015年９月の国連サミッ
トで採択された2016年か
ら2030年の15年間により
よい世界をめざす持続可能
な国際目標。

気
候
非
常
事
態
宣
言

は
全
国
で
27
自
治
体
、

県
内
で
は
小
国
町
が

発
出
し
て
い
る
。



12潮さい（R２.11.15 No.143）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

Ｇギ

Ｉ
Ｇガ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

ど
う
変
わ
る
!?

答

全
て
の
子
ど
も
が

情
報
の
活
用
方
法
を
経
験
で
き
る

問
我
々
は
コ
ロ
ナ
禍
を

経
験
し
、「
命
と
経

済
・
生
活
、
ど
ち
ら
が
大

事
か
」
と
問
い
か
け
ら
れ

て
い
る
。
新
た
な
生
活
様

式
を
模
索
す
る
中
で
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た

新
し
い
地
方
創
生
に
、
ど

う
取
り
組
む
か
。

問
臨
時
休
校
措
置
が
長

引
き
、
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
が
注
目
を
集
め
た
。

国
の
予
算
が
前
倒
し
さ
れ
、

学
校
に
一
人
一
台
の
端
末

を
今
年
度
中
に
整
備
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で
本
町

の
教
育
は
ど
う
変
わ
る
か
。

答
（
教
育
長
）

子
ど
も
た
ち
の
反
応

を
踏
ま
え
た
双
方
向
型
の

一
斉
授
業
や
教
育
的
ニ
ー

ズ
や
学
習
状
況
に
応
じ
た

個
別
学
習
が
で
き
る
よ
う

答
（
町
長
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
甚
大
な

影
響
を
受
け
て
い
る
が
、

こ
の
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス

に
変
え
て
い
く
こ
と
が
新

た
な
地
方
創
生
に
繋
が
る

と
考
え
、
各
種
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
今
必
要
な
の
は
、
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
視
点
で
収
束
時
、

地
域
経
済
を
復
活
さ
せ
る

た
め
の
デ
ジ
タ
ル
強
靭
化
、

Ｉ
Ｔ
新
戦
略
に
よ
る
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
政
策
で
は
な
い

か
。
町
の
様
々
な
事
業
の

あ
り
方
を
見
直
す
転
換
期

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

答
（
町
長
）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い

く
か
、
議
員
各
位
と
一
緒

に
考
え
、
創
意
工
夫
し
て

に
な
る
。
個
人
の
資
質
、

能
力
が
確
実
に
な
る
よ
う

現
在
ま
で
培
わ
れ
た
授
業

を
実
践
し
先
端
技
術
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
ミ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

児
童
生
徒
、
教
職
員
の
力

を
最
大
限
引
き
出
せ
る
よ

う
積
極
的
に
授
業
の
改
善

を
図
り
た
い
。

問
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

計
画
は
あ
る
の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

正
式
に
い
つ
か
ら
と

い
う
計
画
は
な
い
。

乗
り
切
っ
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
、
オ
ン
ラ
イ

ン
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問
児
童
生
徒
一
人
一
人

が
端
末
を
持
つ
と
授

業
の
ス
タ
イ
ル
は
大
き
く

変
わ
る
。
導
入
は
学
校
現
場
、

先
生
の
混
乱
も
予
想
さ
れ

る
。
教
育
委
員
会
と
学
校

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
重
要
に
な
る
の
で
は
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
推
進
体
制
は
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
（
教
育
長
）

教
科
書
を
使
っ
た
授

業
か
ら
端
末
で
検
索
し
授

業
を
深
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め

に
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
委
員

会
で
導
入
後
の
課
題
、
問

題
点
、
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を

情
報
交
換
し
な
が
ら
サ
ポ

ー
ト
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
つ
く
っ
て
い
る
。 新たな時代に

相応しい
教育の実現を

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新
し
い
地
方
創
生
の
推
進
を

答
国
の
動
向
を
踏
ま
え
た
各
種
事
業
に
取
り
組
む

竹本信次議員

感染症の克服と
危機に強い

地域経済の構築を



13 潮さい（R２.11.15 No.143）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ

て
よ
し
の
地
域
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、

観
光
振
興
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
（
町
長
）

魅
力
あ
る
イ
ベ
ン

ト
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
愛
情
ね

っ
と
等
の
活
用
を
通
し
て

長
洲
町
の
魅
力
発
信
を
行

い
、
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
る
。

問
地
域
資
源
活
用
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
水
産

業
に
つ
い
て
、
代
表
的
な

ノ
リ
、
ア
サ
リ
の
漁
獲
高

向
上
支
援
の
取
組
に
つ
い

て
伺
う
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

例
え
ば
ノ
リ
の
企
業

参
入
（
株
式
会
社
A
R
C
）

で
現
在
、
２
号
機
の
乾
燥

施
設
を
建
設
し
運
営
し
て

い
る
。

問
町
と
包
括
連
携
し
て

い
る
、
石
井
食
品
株

式
会
社
と
は
、
ノ
リ
の
パ

ス
タ
ソ
ー
ス
や
ア
サ
リ
御

飯
の
試
作
品
に
つ
い
て
伺

う
。答

（
農
林
水
産
課
長
）

福
岡
市
や
熊
本
市
の

百
貨
店
で
大
変
反
響
が
あ

り
、
昨
年
の
金
魚
と
鯉
の

郷
ま
つ
り
で
も
限
定
発
売

さ
れ
早
期
に
完
売
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問
水
産
物
を
使
っ
た
新

た
な
取
組
は
何
が
あ

る
の
か
伺
う
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

魚
を
低
温
加
工
調
理

で
味
や
食
感
を
活
か
し
た

真
空
パ
ッ
ク
に
し
て
、
保

存
年
限
を
活
か
し
た
技

術
を
開
発
し
て
い
る
。
漁

業
者
と
調
整
を
し
、
ク
ッ

ゾ
コ
の
試
作
を
行
っ
て
い

る
。

問
ク
ッ
ゾ
コ
を
選
ん
だ

の
は
な
ぜ
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

味
と
食
感
で
人
気
が

高
い
魚
で
あ
る
。
個
人
販

売
で
取
り
扱
わ
れ
、
漁
業

者
か
ら
も
、
取
り
扱
っ

て
欲
し
い
と
の
意
見
も
あ

り
、
市
場
価
格
に
左
右
さ

れ
な
い
形
で
の
安
定
し
た

販
売
が
望
め
る
こ
と
で
、

や
る
気
が
出
て
く
る
と
い

う
こ
と
で
選
定
し
た
。

問
加
工
す
る
こ
と
で
、

将
来
的
に
は
加
工
場

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
の
か
。

答
（
町
長
）

低
温
調
理
加
工
を
や

る
に
は
、
ス
ズ
キ
、
タ
イ
、

そ
れ
に
イ
カ
等
を
考
え
て

い
る
。
そ
れ
を
調
理
し
、

加
工
す
る
の
だ
が
、
今
後

地
方
創
生
の
中
で
、
加
工

場
を
提
供
で
き
な
い
か
、

検
討
し
て
い
く
。

長洲町の恵
めぐみ

をどうぞ

多様なレシピでふるさとの味を

地
域
資
源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
を
図
る
に
は
！

答
地
域
資
源
の
発
掘
・
開
発
・
活
用
を
進
め
て
い
く

荒木睦子議員



14潮さい（R２.11.15 No.143）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

縁
石
が
め
く
れ
上
が
っ
て
い
る
が

答

修
繕
の
方
法
を

検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
だ

問
寄
附
を
受
け
た
不
動

産
の
活
用
等
、
方
向

性
は
。

答
（
町
長
）

寄
附
さ
れ
る
不
動
産

が
今
後
利
活
用
を
見
込
む

こ
と
が
で
き
る
か
の
検
討

問
役
場
庁
舎
内
の
駐
車

場
入
口
の
縁
石
が
め

く
れ
上
が
っ
て
い
る
。
車

両
に
よ
る
乗
り
上
げ
で
か

な
り
の
衝
撃
だ
っ
た
と
思

う
。
そ
し
て
周
辺
の
縁
石

も
、
何
度
と
な
く
車
両
に

よ
っ
て
接
触
し
た
跡
が
あ

り
削
れ
て
い
る
。
い
つ
か

を
行
っ
た
後
に
寄
附
採
納

を
決
定
し
て
い
る
。
現
在
、

寄
附
不
動
産
に
つ
い
て
、

明
確
な
利
活
用
方
針
の
定

め
は
な
い
が
、
町
の
各
部

署
に
お
い
て
、
積
極
的
な

検
討
を
行
っ
た
後
に
、
利

ら
把
握
し
て
い
た
か
。

答
（
総
務
課
長
）

８
月
に
は
確
認
し
て

い
た
。
機
能
上
支
障
が
な

い
の
で
、
修
繕
方
法
を
検

討
し
て
い
た
。

問
修
繕
と
同
時
に
改
善

を
図
る
の
か
。

活
用
を
見
込
む
こ
と
が
で

き
る
不
動
産
の
み
寄
附
採

納
す
る
こ
と
で
、
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
つ
な
が
る

各
種
事
業
へ
の
利
活
用
が

可
能
と
考
え
て
い
る
。

問
活
用
方
法
が
な
い
と

こ
ろ
は
全
て
除
い
て

い
る
の
か
。

答
（
総
務
課
長
）

利
活
用
の
見
込
み
が

な
い
と
こ
ろ
は
寄
附
を
受

け
て
い
な
い
。

問
寄
附
を
受
け
た
後
、

再
度
検
討
し
て
、
や

っ
ぱ
り
活
用
で
き
な
い
と

い
っ
た
と
こ
ろ
は
あ
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

寄
附
後
、
区
等
へ
の

利
活
用
の
相
談
し
た
り
、

町
の
事
業
で
使
う
事
が
で

き
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
空

き
地
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。

問
寄
附
を
受
け
た
後
は

所
有
は
長
洲
町
と
な

り
、
管
理
義
務
が
発
生
す

る
。
草
取
り
等
の
予
算
化

は
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

年
の
当
初
に
見
込
ま

れ
る
分
は
予
算
化
し
て
い
る
。

問
提
案
だ
が
利
活
用
の

見
込
め
な
い
不
動
産

は
空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用

し
て
売
却
を
進
め
て
は
ど

う
か
。

答
（
総
務
課
長
）

現
在
は
隣
接
者
へ
の

売
却
や
、
一
般
競
争
入
札

に
よ
る
売
却
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
活
用
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

答
（
総
務
課
長
）

車
両
の
乗
り
上
げ
等

発
生
し
て
い
る
。
傷
を
見

る
と
複
数
あ
る
の
で
、
今

回
修
繕
を
す
る
に
当
た

り
、
役
場
を
利
用
さ
れ
る

方
が
安
全
に
駐
車
場
に
進

入
で
き
る
も
の
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

利活用を静かに待つ町有地

修理するのも町の予算（６月から破損）

ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
経
済
が
回
る
仕
組
み
を

答
土
地
が
動
け
ば
色
々
な
も
の
が
活
性
化
す
る

磯野　博議員



15 潮さい（R２.11.15 No.143）

一 般 質 問

町
政
を
問
う

一般質問の原稿は、質問者の提出原稿をもとに一部校正しています。

問
⑴
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
位
置
づ

け
と
重
要
性
は　

⑵

Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

５
Ｇ
導
入
な
ど
に
向
け
た

取
組
は　

⑶
庁
内
公
文
書

の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
へ
の

取
組
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
は
、

様
々
な
社
会
問
題
を
解
決

す
る
有
効
な
手
段
と
し
て

国
が
強
く
推
奨
し
て
い

る
。
町
と
し
て
も
防
災
、

福
祉
を
始
め
行
政
サ
ー
ビ

ス
へ
の
活
用
を
検
討
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
。

問
例
え
ば
Ｇ
Ｉ
Ｓ
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
を
共

有
し
て
利
用
。
デ
ー
タ
を

災
害
復
旧
や
危
険
個
所
の

把
握
、
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

管
理
等
に
活
か
さ
れ
る
。

各
課
の
取
組
を
伺
う
。

答
（
総
務
課
長
）

町
の
資
産
管
理
情
報

の
共
有
化
、
防
災
マ
ッ
プ

の
シ
ス
テ
ム
化
等
、
本
町

で
も
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
を
進
め
て
い
き
た
い
。

答
（
建
設
課
長
）

道
路
補
修
箇
所
、
履

歴
等
の
デ
ー
タ
を
集
約
し

て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

答
（
下
水
道
課
長
）

管
路
の
台
帳
シ
ス
テ

ム
等
に
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
活
用
し

て
い
き
た
い
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）

５
Ｇ
が
導
入
さ
れ
る

と
町
の
情
報
を
動
画
で
配

信
す
る
こ
と
も
可
能
か
と

思
う
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
は
職
員

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が

必
要
だ
。
庁
内
で
の
研
修

の
予
定
は
あ
る
か
。

答
（
総
務
課
長
）

業
務
に
必
要
な
知
識

は
様
々
な
研
修
機
関
を
利

用
し
、
共
通
し
た
知
識
の

向
上
に
つ
い
て
は
、
庁
舎

内
の
職
員
研
修
等
を
検
討

し
て
い
く
。

問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
農
業
や
漁

業
に
も
活
か
し
て
い

く
考
え
は
あ
る
か
。

答
（
農
林
水
産
課
長
）

国
も
ス
マ
ー
ト
農
業

等
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
、
ト

ラ
ク
タ
ー
や
田
植
機
も
デ

ー
タ
を
入
力
す
れ
ば
、
自

動
で
運
転
す
る
実
証
が
な

さ
れ
て
い
る
。

問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
で
使
用
す
る
ソ

フ
ト
は
、
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）

授
業
で
活
用
す
る
ソ

フ
ト
と
家
庭
に
持
ち
帰
り

学
習
す
る
ソ
フ
ト
の
２
種

類
で
あ
る
。
家
庭
学
習
用

ソ
フ
ト
は
あ
ら
か
じ
め
児

童
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ネ
ッ
ト

に
接
続
し
な
く
て
も
使
用

で
き
る
も
の
で
あ
る
。

問
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ

ッ
ト
に
つ
い
て
伺
う
。

答
（
総
務
課
長
）

メ
リ
ッ
ト
は
用
紙
の

削
減
、
事
務
の
効
率
化
、

生
産
性
の
向
上
等
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
、
資
料
の
全
体

像
が
把
握
し
づ
ら
い
、
導

入
の
コ
ス
ト
が
か
か
る
等

で
あ
る
。

ペーパーレスで効率化

町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か

答
行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
活
用
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た
い

GIS地理情報システムとは…
　地方公共団体が利用する地図データのうち、複数の部局が利用するデー
タ（例えば道路、街区、建物、河川等）を各部局が共用できる形で整備し、
利用していく庁内横断的なシステム。

浦邊朝章議員
GISを利用、データの共有化がすすむ
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花いっぱい活動
向寿会　会長　酢田　晏正さん（向野区）

傍聴席から

町民の声

　友人に誘われて初めて議会を傍聴しました。

専業主婦である私には議場に行く事に戸惑いが

ありましたが、コロナ感染症や、台風10号通過

後でしたので、議場での質疑応答がとても身近

で町民の生活に密着したものでした。

　自然と質疑応答に集中して聞き入ってしまい

ました。

　町民の生活向上の為に議会がある事を実感し、

もっとたくさんの方に傍聴してもらえたらと思

いました。

　私たち向寿会は、老人会活動の一環として、

数年前から長洲町花いっぱい運動に参加しまし

た。長洲町、熊本県や地主さんの支援や援助を

受け、向野郵便局の横に、毎月一日を作業日と

定め花壇造りを始めました。

　美しい花は、地域の人達の心を豊かにし、地

区の美化と景観の改善に寄与できるものとして

活動しています。

　夏の暑さや冬の寒さにも負けず可憐に咲く花

は、人々の心を和らげてくれます。近くにお越

しの折には是非ご覧ください。

町民のひろば

野畑　幸子さん（駅通区）

　

コ
ロ
ナ
と
酷
暑
そ
し
て

自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
、

そ
ん
な
今
年
の
夏
が
去
り
、

た
く
さ
ん
の
課
題
を
残
し

静
か
に
季
節
は
移
ろ
い
で

い
く
。
秋
の
気
配
を
感
じ

「
秋
の
夜
長
に
」
読
書
で
も

と
風
流
な
事
を
考
え
た
。

　

長
洲
の
歴
史
ク
ラ
ブ
に

携
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

「
長
洲
の
民
話
」
を
手
に
取

っ
て
み
た
。
い
ろ
ん
な
民
話

が
あ
る
こ
と
を
知
り
興
味

が
湧
い
て
き
た
。
面
白
い
物

語
、
悲
し
い
出
来
事
、
こ
っ

け
い
な
物
語
、
先
人
た
ち
は

た
く
さ
ん
の
物
語
を
残
し

て
い
る
も
の
だ
。
一
度
読
ん

で
み
る
と
、
長
洲
の
歴
史
を

知
る
こ
と
と
同
時
に
、
わ
が

町
を
愛
す
る
心
に
も
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
。

	

（
荒
木
睦
子
）

　

８
月
に
発
行
致
し
ま
し
た

１
４
２
号
６
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

（
誤
）四
王
寺
宮（
正
）四
王
子
宮

　

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

ひ
と
言


